
＜実習目的・目標・方法一覧＞
基礎Ⅰ 基礎Ⅱ 基礎Ⅲ 基礎Ⅳ 地域・在宅Ⅰ 地域・在宅Ⅱ 成人・老年Ⅰ 成人・老年Ⅱ 老年 小児 母性 精神

目的

健康を支えるための多
様な看護活動を理解で
きる。

療養生活を送る対象と
の言語的・非言語的コ
ミュニケーションの実
際を理解できる。

対象の基本的ニードを
踏まえた日常生活の援
助を理解できる。

根拠に基づき看護を実
践する能力を養う。

保健活動を通して、地
域で生活するあらゆる
健康の状態・発達段階
にある住民への看護支
援を理解できる。

在宅で療養する対象
（療養者・家族）とそ
の対象を取り巻く環境
を理解し、対象の健康
状態や生活背景に応じ
た看護が実践できるた
めの基礎的能力を養
う。

周術期にある対象とそ
の家族(重要他者)の特
徴を理解し、生体反応
や手術侵襲からの回復
促進と対象の変化に応
じた看護を実践できる
基礎的能力を養う。

慢性期にある対象とそ
の家族の特徴を理解
し、対象が健康状態を
維持・改善しその人の
生活と折り合いをつけ
ながら健康障害ととも
に生きていくことを支
える看護を実践できる
基礎的能力を養う。

地域で生活する高齢者
の特徴を理解し、その
生活を支え、その人ら
しく生活するための看
護を実践できる基礎的
能力を養う。

成長・発達し続ける子
どもと家族を理解し、
各健康段階に応じた看
護を実践できる基礎的
能力を養う。

周産期にある対象の身
体的・精神的・社会的
変化や適応過程を理解
し、対象に応じた看護
を実践するための基礎
的能力を養う。

精神に障害のある対象
を理解し、健康段階・
暮らしの場に応じた看
護を実践するための基
礎的能力を養う。

１　地域の人々の生活
の場に、多様な看護の
場があることを理解で
きる。

１　環境整備や日常生
活援助場面等をとおし
て、療養生活を送る対
象や家族の思いに関心
を寄せることができ
る。

１　症状、治療、検
査、入院等の影響を踏
まえた対象の日常生活
を理解できる。

１　健康状態のアセス
メントに必要な客観
的・主観的情報を系統
的に収集することがで
きる。

１　地域で生活する
人々の生活観光と健康
状態を理解できる。

１　訪問看護ステ－
ションの概況及び特徴
を知り、役割・機能が
理解できる。

１　術後合併症の予防
に必要な看護を理解
し、回復過程を支援で
きる。

１　長期的な治療の継
続や自己管理を促進す
る看護援助を理解でき
る。

１　加齢現象や健康障
害のある対象の身体
的・精神的・社会的特
徴を理解できる。

１　対象の身体的・精
神的・社会的特徴に応
じた成長・発達を理解
できる。

１　対象の妊娠・分
娩・産褥・新生児期の
身体的・精神的・社会
的特徴を理解できる。

１　精神に疾病・障害
をもつ人を、身体・心
理・社会的な側面、及
びストレングスの視点
を用いて全人的に理解
する。

２　健康段階に応じた
看護活動の場、機能及
び役割を理解できる。

２　対象の思いや考え
に影響を与える因子を
考えることができる。

２　対象の基本的ニー
ドに応じた日常生活の
援助計画を立案でき
る。

２　得られた情報を整
理、分析、解釈するこ
とができる。

２　地域での暮らしを
継続するために必要な
制度及び事業の目的や
意義を理解できる。

２　訪問看護を受けて
いる対象の特徴と生活
状況に合わせた看護の
必要性が理解できる。

２　周術期にある対象
とその家族(重要他者)
の心理社会的側面を理
解できる。

２　健康課題を持ちな
がらもその人らしく過
ごせるよう、生活の質
（QOL）の維持・向上に
向けた支援を理解でき
る。

２　地域で生活する対
象の健康の保持とQOLの
維持・拡大を図るため
の援助の実際を理解で
きる。

２ (治療や健康段階の
影響を踏まえ)成長発達
段階に応じた基本的生
活習慣の獲得を促す援
助を理解できる。

２　母子の愛着形成や
親役割獲得過程を促進
する援助の実際を理解
できる。

２　精神疾患を持つ人
と、リカバリーの過程
に応じた治療的対人関
係を構築するプロセス
を理解し、その人らし
さを支える援助方法を
理解する。

３　看護学生として望
ましい態度を取ること
ができる（言葉遣い、
身だしなみ、主体的な
学習姿勢）。

３　対象が話しやすい
コミュニケーション技
法を用いることができ
る。

３　立案した援助計画
が実施可能であるか看
護師と共に判断し、安
全・安楽を考慮して実
施できる。

３　根拠に基づき対象
者の状況に応じた看護
計画を立案できる。

３　地域における継続
看護の必要性が理解で
きる。

３　訪問看護を受けて
いる対象を尊重した援
助関係形成の重要性が
理解できる。

３　身体の形態や機能
の変化が退院後の生活
に及ぼす影響と必要な
社会資源について考
え、継続看護の必要性
を理解できる。

３　長期的な治療や自
己管理が生活に及ぼす
影響と必要な社会資源
を考え、継続看護や多
職種連携の必要性を理
解できる。

３　対象の人生経験や
価値観を尊重し、関心
を寄せかかわることが
できる。

３ 小児各期に起こりや
すい事故を理解し、事
故を予防することがで
きる。

３　妊娠・分娩・産褥
期及び新生児への切れ
目のない支援の実際と
多職種連携を理解でき
る。

３　精神の障害ととも
に地域で暮らす人に必
要な支援と多職種連携
と看護の役割を理解で
きる

４　コミュニケーショ
ンが対象に与える影響
を振り返ることができ
る。

４　対象の反応をとお
して、実施した援助技
術を評価できる。

４　立案した援助計画
が実施可能であるか、
理解できる。

４　地域における関係
機関や職種との連携・
協働の実際を理解でき
る。

４　訪問看護を受けて
いる対象の状態に応じ
た安全管理の必要性が
理解できる。

４　対象や家族(重要他
者)が行う意思決定と看
護師の意思決定支援を
理解できる。

４　対象や家族(重要他
者)が行う意思決定と看
護師の意思決定支援を
理解できる。

４　対象の安全な生活
の実現に向けて、家族
や多職種との連携の実
際を理解できる。

４ 子どもと家族を取り
巻く保健・医療・福
祉・教育の実際と、多
職種連携を理解でき
る。

４　母性観・父性観を
考察できる。

５　専門職業人として
の倫理観を持ち、責任
ある行動がとれる。

５　看護学生として望
ましい態度を取ること
ができる（情報管理、
言葉遣い、身だしな
み・主体的な学習姿
勢）。

５　看護学生として望
ましい態度を取ること
ができる（情報管理、
言葉遣い、主体的な学
習姿勢）。

５　対象の安全・安楽
及び自立の促進を考慮
して看護援助を理解で
きる。

５　専門職業人を目指
すものとしての自覚を
持ち、チームの一員と
して行動できる。

５　在宅で療養する対
象の生活の質（QOL）の
維持・向上のための社
会資源の利用の実際や
在宅看護における多職
種との連携を理解でき
る。

５　看護理論や危機モ
デルを用いて、周術期
にある対象がたどる心
身社会面の経過とその
看護援助を述べること
ができる。

５ 看護理論を用いて、
慢性期にある対象がた
どる心身社会面の経過
とその看護援助を述べ
ることができ
る。

５　対象とのかかわり
を通して、自己の老年
観を養うことができ
る。

５　小児看護における
倫理的実践(説明と同
意、養育者を含めた意
思決定支援)を理解でき
る。

５　周産期看護におけ
る人権や倫理的課題を
理解できる。

６　実習での学びと自
己の課題が明確にでき
る。

６　実施した看護援助
を評価し、看護計画を
修正できる。

６　専門職業人を目指
すものとしての自覚を
持ち、チームの一員と
して行動できる。

６　専門職業人を目指
すものとしての自覚を
持ち、チームの一員と
して行動できる。

６　専門職業人を目指
すものとしての自覚を
持ち、チームの一員と
して行動できる。

６　専門職業人を目指
すものとしての自覚を
持ち、チームの一員と
して行動できる。

６　専門職業人を目指
すものとしての自覚を
持ち、チームの一員と
して行動できる。

６　専門職業人を目指
すものとしての自覚を
持ち、チームの一員と
して行動できる。

７　専門職業人を目指
すものとしての自覚を
持ち、チームの一員と
して行動できる。

実習時間 １単位45時間 １単位45時間 １単位45時間 ２単位90時間 ２単位90時間 ２単位90時間 ２単位90時間 ２単位90時間 ２単位90時間 ２単位90時間 ２単位90時間 ２単位90時間

うち臨地実習
時間 40時間 45時間 45時間 90時間 90時間 90時間 90時間 90時間 90時間 90時間 81時間 90時間

目標



＜実習目的・目標・方法一覧＞

目的

実習時間

うち臨地実習
時間

目標

統合Ⅰ 統合Ⅱ

保健・医療・福祉チー
ムにおける看護師の機
能と役割を理解し、対
象者を含むチームメン
バーと連携・共有・再
検討しながら看護を実
践するための能力を養
う。

保健・医療・福祉チー
ムにおける看護師及び
多職種の機能・役割を
理解し、対象者を含む
チームメンバーと連
携・共有・再検討しな
がら看護を実践するた
めの能力を養う。

１　看護の機能と看護
管理の実際を理解でき
る。

２　対象者を取り巻く
保健・医療・福祉関係
者間の協働の必要性に
ついて理解できる。

２　複数の対象に必要
な看護を実践できる。

３　対象の多様性及び
疾病構造の変化に対応
する人的資源及び社会
資源を理解できる。

４　多職種連携で求め
られる看護師の役割を
理解できる。

５　専門職業人を目指
すものとして、必要な
基本姿勢と態度を取る
ことができる。

２単位90時間 １単位45時間

90時間 45時間

３　専門職業人を目指
すものとして、必要な
基本姿勢と態度を取る
ことができる。
１）看護倫理に基づき
行動できる。
２）自己評価及び他者
評価を踏まえた学習課
題を見出すことができ
る。
３）課題解決に向けて
必要な情報を収集し、
確信がもてないことは
相談できる。
４）約束事を守ること
ができる。


